
象潟町議会臨時会
　合併協議会復帰案可決

町村合併アンケート集計結果

台風災害（農作物）による町税の減免について

鳥海山にブナを植える会　植樹２万本達成！

町のわだい、みんなのひろば

保健、募集、広域情報ほか

慶弔、当番医、こよみ
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平成１６年
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（１０月２４日、農林水産業ふるさと体験塾）

須　藤　　光　　　　　松 ケ 丘

伊　東　咲　耶　　　　大 谷 地

村　上　彩　乃　　　　立石１区

金　子　由　奈　　　　はまなす

齋　藤　亜　胡　　　　長         岡

浅　野　一　太　　　　立石１区

佐々木　樹木亜　　　　鳥の海２区

（　）

（　）

（　）

（　）

（　）

（　）

（　）
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…保健センター　７５０１
…公民館　　　　２２２９
…町民体育館　　８８５５
…郷土資料館　　２００５
…Ｂ＆Ｇ海洋センター　６４９０

発行と編集　〒０１８―０１９２　秋田県由利郡象潟町字浜ノ田１番地
　　　　　　　象潟町企画課　象潟町広報委員会　平成１６年１１月１日発行　Ｎｏ．５９６
　　　　　　　表紙題字　須藤郷雲　　印刷　（有）出羽印刷

　１

　２

　３

　４

　５

　６

　７

　８

　９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

２０

２１

２２

２３

２４

２５

２６

２７

２８

２９

３０

９月１６日～１０月１５日届け出分

平成１６年９月末現在

●広報に掲載してほしくない方は、届け出
　のとき住民係へお申し出ください。

須　田　　浩　　（長　　　岡）

石　川　エミ子　（秋　田　市）

齋　藤　陽　将　（横　　　岡）

渡　邊　和　貴　（山　形　県）

佐　藤　大　和　（鳥の海２区）

須　田　史　絵　（　　関　　）

佐　藤　一　貴　（鳥の海２区）

竹　中　千　春　（本　荘　市）

ジョン＝
　シャーロン
幹　子

孝　之

美　帆

浩　一

みどり

将　志

加奈子

一　樹

　玲

隼　人

真　実

　学

友香里

〔

〔

〔

〔

さく　　　や

こう

あや　　　の

ゆ　　　な

あ　　　こ

いっ　　　た

じゅ　き　あ

梶　原　トキワ　（９１歳）立石１区

奥　山　彌一郎　（７８歳）川　　 袋

加　藤　金一郎　（７６歳）小砂川１区

今　野　亀　造　（１００歳）下浜の町

越　川　タ　カ　（９２歳）上 荒 屋

佐々木　一　次　（６１歳）武道島１区

阿　　　忠　雄　（７４歳）小砂川１区

土　門　洋　子　（４２歳）栄 　 町

佐　藤　　正　　（５１歳）鳥 屋 森

　３日・神坂医院（☎４３―３１０８）
　７日・さいとうクリニック（☎４３―３１０５）
 １４日・池田医院（☎４３―３１０６）
 ２１日・象潟駅前皮フ科（☎４３―５２５２）
 ２３日・加藤医院（☎３５―２５４３）

 ２８日・金 病 院（☎４３―５５２２）

診察時間は午前９時～正午です。　　
　　　　　　　　　　―町医師会―
※変更の場合の問い合わせは、役場
　か消防署（☎３８－２３１０）へ

世帯数　　４，０８８　（＋　４）〈－　４〉
人　口　１２，９５９人（－　４）〈－１４４〉
　男　　　６，２２１人（－　２）〈－　６５〉
　女　　　６，７３８人（－　２）〈－　７９〉
※（ ）内は前月比、〈〉内は前年同月比

転入…　２０人（２１９）    出生…　５人（６４）
転出…　２１人（３０８）    死亡…　８人（１０１）
※（ ）は１月からの累計
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土
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火

・ビン収集日（指定袋）

・ビン収集日（指定袋）

・燃えないごみ収集日（指定袋）

・燃えるごみ収集休み

・第６回象潟奥の細道短剣道大会

・第２９回男女９人制バレーボール大会

・カン収集日（ボックス）

・カン収集日（ボックス）

・第３回鳥海山麓ＭＴＢサイクリング

・文化の日

・勤労感謝の日

・青空市（ＪＡ象潟支店前　８時～）

・青空市（ＪＡ象潟支店前　１３時～）

・男女共同参画社会づくり基礎講座
・鶴泉荘休館日（～３０日）

・ねむの丘休館日（～１６日）

・ペットボトル収集日（指定袋）

・秋の火災予防運動（～１３日）
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・
・町県民税第３期
・国保税第４期

納期限｝

・固定資産税第４期
・国保税第５期

納期限｝

さ
　ん

さ
　ん

さ
　ん

さ
　ん

さ
　ん

さ
　ん

さ
　ん

さ
　ん

（仁賀保町）

ま
ご
こ
ろ

こ
の
ほ
ど
、
大
石
シ

ゲ
ミ
さ
ん
（
鳥
の
海
１

区
）
か
ら
役
場
で
利
用

し
て
く
だ
さ
い
と
の
こ

と
で
、
手
縫
い
の
ふ
き

ん
と
雑
巾
を
た
く
さ
ん

頂
き
ま
し
た
。

ご
厚
意
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

１１
月
７
日
〜
１３
日
の
「
秋

の
火
災
予
防
運
動
」
期
間
中
、

次
の
時
間
で
サ
イ
レ
ン
の
吹

鳴
お
よ
び
半
鐘
を
打
鐘
し
ま

す
。

午
前
６
時

　
「
火
災
警
報
信
号
」
発
令

午
後
８
時

　
「
火
災
警
報
信
号
」
解
除

　
　
　
仁
賀
保
地
区
消
防
本
部

火
災
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い

會曽曾

＝関連記事１３ページ＝
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配
布
総
数
　
１
０
　
６
７
９
人

回
収
総
数
　
１
０
　
１
２
４
人
（
９４
・
８０
％
）

　
　
有
効
数
　
９
　
８
８
５
人
（
９７
・
６４
％
）

　
　
無
効
数
　
　
　
２
３
９
人
（
２
・
３６
％
）

無記入無記入

意思不明意思不明

合併協議会復帰
５，２００人（５２．６０％）

単独立町

３，８３１人（３８．７６％）

わからない

８５４人（８．６４％）

合併協議会復帰
５，２００人（５２．６０％）

単独立町

３，８３１人（３８．７６％）

わからない

８５４人（８．６４％）

２１５（２．１２％）２１５（２．１２％）

２４（０．２４％）２４（０．２４％）

１０
月
２２
日
、
象
潟
町
臨
時
議
会
が
招
集
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
議
案
に
は
、

先
の
町
村
合
併
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
受
け
、
「
仁
賀
保
町
・
金
浦
町
・
象

潟
町
合
併
協
議
会
へ
の
復
帰
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
」
が
提

案
さ
れ
た
ほ
か
、
「
災
害
に
よ
る
被
害
者
に
対
す
る
町
税
の
減
免
に
関
す
る

条
例
制
定
に
つ
い
て
」
「
平
成
１６
年
度
象
潟
町
一
般
会
計
補
正
予
算
」
な
ど

議
案
５
件
と
専
決
処
分
１
件
が
上
程
さ
れ
、
い
ず
れ
も
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

■
仁
賀
保
町
・
金
浦
町
・
象
潟

町
合
併
協
議
会
へ
の
復
帰
に

つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と

去
る
９
月
末
に
実
施
し
た
合

併
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結

果
、
「
合
併
協
議
会
復
帰
」
と

の
回
答
が
多
数
で
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
合
併
協
議
会
に
復
帰
す

る
こ
と
に
つ
い
て
、
議
会
の
同

意
を
得
る
た
め
提
案
す
る
も
の
。

■
災
害
に
よ
る
被
害
者
に
対
す

る
町
税
の
減
免
に
関
す
る
条

例
制
定

■
災
害
に
よ
る
被
害
者
に
対
す

る
国
民
健
康
保
険
税
の
減
免

に
関
す
る
条
例
制
定

去
る
８
月
２０
日
の
台
風
１５
号

を
は
じ
め
、
１６
号
・
１８
号
と
度

重
な
る
台
風
の
襲
来
に
よ
り
、

本
町
で
も
多
大
な
被
害
を
被
り

ま
し
た
。
特
に
農
作
物
へ
の
被

害
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
被
害

者
に
対
す
る
支
援
策
の
一
つ
と

し
て
、
平
成
１６
年
度
の
町
民
税

お
よ
び
国
民
健
康
保
険
税
に
つ

い
て
、
減
免
措
置
を
講
じ
る
た

め
、
条
例
を
制
定
す
る
も
の
。

（
詳
細
は
８
ペ
ー
ジ
）

■
平
成
１６
年
度
象
潟
町
一
般
会

計
補
正
予
算

台
風
１５
号
等
に
よ
る
被
災
農

家
を
救
済
す
る
た
め
、
農
業
災

害
対
策
資
金
を
借
り
入
れ
す
る

農
家
に
対
し
て
、
県
・
町
・
金

融
機
関
で
利
子
補
給
を
行
う
た

め
の
追
加
補
正
。

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
に
６
７

万
６
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を

４８
億
９
　
８
５
５
万
円
と
す
る

も
の
。

合併協復帰案は記名投票により可決された

有効数
の内訳 「

仁
賀
保
町
・
金
浦
町
・
象
潟

町
合
併
協
議
会
へ
の
復
帰
に
つ
き

同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
」

は
、
昨
年
８
月
以
降
、
休
止
状
態

と
な
っ
て
い
る
合
併
協
議
会
復
帰

の
是
非
を
問
う
町
村
合
併
ア
ン

ケ
ー
ト
で
復
帰
賛
成
が
過
半
数
と

な
っ
た
こ
と
を
受
け
て
、
本
臨
時

会
に
上
程
さ
れ
た
も
の
で
す
。

議
員
か
ら
は
、
「
二
町
の
委
員

は
同
じ
メ
ン
バ
ー
で
、
わ
だ
か
ま

り
の
な
い
協
議
が
で
き
る
の
か
」

「
決
定
事
項
で
あ
る
『
新
市
の
名

称
』
『
新
市
の
事
務
所
の
位
置
』

を
覆
す
の
は
難
し
い
の
で
は
な
い

か
」
「
町
民
へ
の
説
明
が
不
十
分

で
は
な
い
の
か
」
な
ど
の
質
問
や

意
見
が
出
さ
れ
、
横
山
町
長
は
、

「
な
ぜ
合
併
が
必
要
な
の
か
と
い

う
原
点
に
立
ち
返
り
、
町
民
の
意

見
を
尊
重
し
な
が
ら
地
域
住
民
の

幸
せ
を
考
え
た
前
向
き
な
協
議
を

し
て
い
く
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

同
議
案
の
採
決
は
、
議
長
を
除

く
議
員
１５
人
に
よ
る
記
名
投
票
で

行
わ
れ
、
賛
成
１３
人
（
長
谷
川
誠
、

市
川
雄
次
、
佐
々
木
正
己
、
池
田

甚
一
、
池
田
好
隆
、
梶
原
澄
夫
、

山
田
明
、
土
井
一
美
、
高
橋
二
郎
、

加
藤
光
裕
、
須
田
鉄
郎
、
佐
々
木

正
明
、
黒
田
直
孝
）
、
反
対
２
人

（
竹
内
賢
、
佐
々
木
弥
四
夫
）
と

な
り
、
賛
成
多
数
で
合
併
協
議
会

復
帰
同
意
案
は
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

町
で
は
議
会
終
了
後
、
合
併
協

議
会
に
結
果
を
報
告
。
象
潟
町
の

合
併
協
議
会
委
員
は
す
で
に
辞
任

し
て
い
る
た
め
、
新
委
員
を
選
任

し
、
協
議
会
復
帰
に
向
け
て
準
備

を
整
え
る
予
定
で
す
。

仁
賀
保
町
・
金
浦
町
・
象
潟
町
合
併
協
議
会
を
離
脱
し
て
１

年
が
経
過
し
ま
し
た
。
こ
の
間
、
同
合
併
協
議
会
は
、
実
質
休

止
状
態
で
し
た
が
、
去
る
８
月
３０
日
に
第
１８
回
の
合
併
協
議
会

を
開
催
し
、
本
町
が
申
し
入
れ
し
た
左
記
の
３
項
目
を
全
会
一

致
で
了
承
・
再
協
議
す
る
と
の
意
向
が
文
書
で
報
告
さ
れ
ま
し

た
。こ

れ
を
受
け
て
町
は
、
本
年
９
月
１
日
現
在
で
、
住
民
基
本

台
帳
に
登
載
さ
れ
て
い
る
２０
歳
以
上
の
全
町
民
１
０
　
６
７
９

人
を
対
象
に
、
合
併
協
議
会
復
帰
を
問
う
町
村
合
併
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
と
並
行
し
て
、
９
月

２３
日
〜
〜
２５
日
の
３
日
間
、
町
内
３
会
場
に
お
い
て
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
の
趣
旨
説
明
と
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
意
見
を
伺
う
た

め
、
住
民
説
明
会
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
先
の
「
お
知
ら
せ

版
」
に
掲
載
し
て
全
世
帯
へ
配
布
し
ま
し
た
が
、
本
号
で
は
そ

の
他
の
集
計
結
果
や
ア
ン
ケ
ー
ト
で
い
た
だ
い
た
合
併
に
関
す

る
意
見
等
を
紹
介
し
ま
す
。

１
　
合
併
協
議
は
理
念
を
明
確
に
し
、
前
向
き
な
協
議

が
で
き
る
環
境
づ
く
り
が
可
能
で
あ
る
こ
と
。

２
　
そ
れ
ぞ
れ
の
町
単
位
に
、
合
併
後
ど
の
よ
う
な
地

域
づ
く
り
を
進
め
る
の
か
、
新
市
の
建
設
計
画
に

明
記
す
る
こ
と
。

３
　
新
市
の
名
称
と
本
庁
舎
の
位
置
を
再
協
議
す
る
こ

と
。

， ，，

，

，

｛
う
ち



今
回
の
町
村
合
併
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
回
答
者
１
０
　
１
２
４
人
の
う
ち
、

全
体
で
３
　
０
８
６
件
、
３０
・
４８
％
の
方
々
か
ら
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

選
択
別
に
見
る
と
、
合
併
協
復
帰
が
５
　
２
０
０
人
中
、
１
　
６
０
８
件
、
単

独
立
町
が
３
　
８
３
１
人
中
、
１
　
１
５
５
件
、
わ
か
ら
な
い
が
８
５
４
人
中
、

２
２
５
件
、
無
効
が
２
３
９
人
中
、
９３
件
で
し
た
。

5 4

，

，

，

，
，

，

寄
せ
ら
れ
た
意
見
数
の
み
を
意
見
集
約
別
に
分
類

す
る
と
、

�
合
併
に
賛
成
（
再
協
議
の
結
果
、
市
名
・
本
庁
舎

が
同
じ
で
も
合
併
に
理
解
を
示
し
て
い
る
）
が
３

３
０
件
で
１０
・
６９
％

�
条
件
付
き
で
合
併
に
賛
成
（
市
名
・
本
庁
舎
の
両

方
、
ま
た
は
い
ず
れ
か
一
方
が
象
潟
に
、
も
し
く

は
再
協
議
の
結
果
、
市
名
・
本
庁
舎
が
同
じ
で
あ

れ
ば
合
併
反
対
）
が
６
５
１
件
で
２１
・
１
％

�
３
町
以
外
の
枠
組
み
で
合
併
に
賛
成
（
由
利
本
荘

市
か
遊
佐
町
、
酒
田
市
と
の
合
併
）
が
５４
件
で

１
・
７５
％

�
単
独
立
町
（
も
と
も
と
合
併
は
反
対
、
単
独
立
町
に

理
解
を
示
し
て
い
る
）
が
３
７
５
件
で
１２
・
１５
％

�
当
分
は
単
独
立
町
、
い
ず
れ
は
合
併
（
合
併
の
必

要
性
に
理
解
は
し
て
い
る
も
の
の
、
当
分
は
単
独

立
町
で
よ
い
）
が
４
９
３
件
で
１５
・
９８
％

�
前
回
は
離
脱
、
今
回
は
ア
ン
ケ
ー
ト
と
当
局
の
取
り

組
み
が
理
解
で
き
な
い
が
２
２
５
件
で
７
・
２９
％

�
そ
の
他
（
合
併
協
議
会
委
員
、
合
併
の
メ
リ
ッ
ト
・

デ
メ
リ
ッ
ト
な
ど
に
関
す
る
意
見
）
が
９
５
８
件

で
３１
・
０４
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

次
に
選
択
別
の
意
見
は
次
の
と
お
り
と
な
り
ま
し

た
。

１
　
合
併
協
議
会
復
帰

再
協
議
の
結
果
、
市
名
・
本
庁
舎
の
位
置
が
同
じ

で
あ
れ
ば
合
併
反
対
と
、
「
象
潟
市
」
か
本
庁
舎
が

象
潟
で
な
け
れ
ば
合
併
反
対
が
６
５
１
件
の
４０
・
４８

％
を
占
め
、
再
協
議
の
結
果
、
市
名
お
よ
び
本
庁
舎

が
同
じ
で
も
合
併
賛
成
の
２
９
８
件
、
１８
・
５３
％
を

大
き
く
上
回
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
こ
の
意
見
の
中
に
は
、
次
の
よ
う
な
意

見
も
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

▽
市
名
に
三
町
の
名
称
は
使
用
し
な
い
で
ほ
し
い

▽
合
併
協
議
委
員
を
三
町
す
べ
て
入
れ
替
え
て
協
議

し
て
ほ
し
い

▽
新
た
に
庁
舎
を
建
設
す
る
こ
と
は
反
対

▽
ど
ち
ら
か
一
方
が
象
潟
で
な
け
れ
ば
、
由
利
本
荘

市
と
の
合
併
を
考
え
て
ほ
し
い

▽
時
間
を
か
け
て
町
民
の
合
併
に
対
す
る
気
持
ち
を

高
め
て
い
っ
て
ほ
し
い

▽
再
協
議
さ
れ
て
も
、
ま
た
も
や
象
潟
町
の
特
性
と

か
魅
力
が
評
価
さ
れ
ず
、
物
取
り
合
戦
的
な
駆
け

引
き
が
見
え
始
め
た
ら
、
そ
の
時
点
で
別
の
道
を

歩
む
こ
と
に
し
た
い

▽
「
に
か
ほ
市
」
は
使
用
し
な
い
で
ほ
し
い
。
位
置

は
こ
だ
わ
ら
な
い

▽
財
政
が
厳
し
い
中
、
金
浦
町
に
本
庁
舎
を
お
い
て

建
設
す
る
の
は
税
金
の
無
駄
使
い
だ

▽
名
称
や
事
務
所
の
位
置
は
二
の
次
。
私
た
ち
の
生

活
環
境
が
い
か
に
向
上
す
る
か
に
重
点
を
お
い
て

協
議
し
て
ほ
し
い

▽
若
い
世
代
が
希
望
の
持
て
る
町
づ
く
り
を
考
え
て

ほ
し
い

▽
少
子
高
齢
化
を
考
え
る
財
政
運
営
、
若
者
の
将
来

に
夢
を
与
え
る
ビ
ジ
ョ
ン
、
そ
う
し
た
計
画
を
立

て
て
早
期
に
合
併
す
べ
き
で
あ
る

▽
三
町
が
す
べ
て
の
こ
と
に
お
い
て
、
平
等
な
条
件

で
合
併
す
べ
き
。
偏
っ
た
条
件
の
も
と
で
合
併
し

て
も
、
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
不
安
と
戸
惑

い
を
残
す
だ
け

２
　
単
独
立
町

も
と
も
と
合
併
に
は
反
対
が
３
４
４
件
で
２９
・
７８

％
、
当
分
は
単
独
立
町
で
よ
い
は
４
６
５
件
で
４０
・

２６
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
当
分
は
単
独
立
町
で
よ
い
で
は
あ
る

が
、
市
名
・
本
庁
舎
の
両
方
、
ま
た
は
い
ず
れ
か
一

方
が
象
潟
で
あ
れ
ば
合
併
を
考
え
て
も
よ
い
が
６８
件

の
１４
・
６２
％
あ
り
『
象
潟
』
へ
の
こ
だ
わ
り
が
単
独

立
町
を
選
択
し
て
い
る
も
の
の
、
合
併
へ
の
理
解
を

示
し
て
い
る
こ
と
が
伺
わ
れ
ま
す
。

そ
の
他
、
次
の
よ
う
な
意
見
も
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。

▽
農
協
の
二
の
舞
い
に
な
る

▽
合
併
が
必
要
だ
と
は
思
え
な
い

▽
白
紙
撤
回
し
て
か
ら
、
再
協
議
す
べ
き
だ

▽
時
期
尚
早
だ

▽
協
議
会
委
員
を
全
部
入
れ
替
え
る
べ
き
だ

▽
由
利
本
荘
市
や
遊
佐
町
、
酒
田
市
と
の
合
併
を

▽
仁
賀
保
・
金
浦
に
対
し
て
不
信
感
を
ぬ
ぐ
え
な
い

▽
合
併
反
対
で
す
。
象
潟
町
の
歴
史
を
よ
く
考
え
て
、

町
民
全
体
で
自
然
を
生
か
し
た
町
づ
く
り
を
考
え

て
み
る
と
き

▽
激
動
す
る
昨
今
で
す
が
、
変
わ
ら
な
い
も
の
が

あ
っ
て
も
よ
い

▽
象
潟
と
い
う
町
の
風
土
と
歴
史
を
生
か
し
た
町
づ

く
り
を
す
る
べ
き
。
必
ず
し
も
大
き
な
町
に
な
る

必
要
は
な
い
。
変
に
開
発
し
て
、
こ
の
美
し
い
町

を
台
な
し
に
し
て
ほ
し
く
な
い
。
小
さ
な
町
な
ら

小
さ
い
な
り
の
生
き
る
道
を
模
索
す
べ
き

▽
財
政
が
厳
し
い
こ
と
は
理
解
で
き
る
が
、
一
時
的

な
補
助
金
目
当
て
の
安
易
な
合
併
は
す
べ
き
で
な

い
。
お
金
が
な
く
と
も
、
豊
か
で
特
色
の
あ
る
町

づ
く
り
を
す
る
方
法
は
あ
る
は
ず

▽
金
浦
町
に
新
庁
舎
を
建
て
て
も
デ
メ
リ
ッ
ト
こ
そ

あ
れ
メ
リ
ッ
ト
は
な
い
。
節
約
す
べ
き
と
き
に
町

民
の
金
を
ド
ブ
に
捨
て
る
よ
う
な
真
似
は
し
て
ほ

し
く
な
い

▽
７
割
近
い
人
が
単
独
を
選
択
し
た
の
に
、
い
ま
さ

ら
ア
ン
ケ
ー
ト
す
る
の
は
お
か
し
い
。
ど
う
し
て

当
町
か
ら
申
し
入
れ
を
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
。

町
民
の
意
向
を
無
視
す
る
べ
き
で
な
い

▽
農
協
・
漁
協
は
合
併
し
て
も
良
い
こ
と
な
ど
一
つ

も
な
い
。
町
も
同
様
と
思
う
。
身
の
丈
の
こ
と
を

す
れ
ば
よ
い
の
で
す

合併に賛成

条件付きで
合併に賛成

三
町
以
外
の

枠
組
み
で
合

併
に
賛
成単

独
立
町
に

賛
成当

分
単
独
立

町
、
い
ず
れ

合
併

前
回
は
離
脱
、
今
回
は

復
帰
ア
ン
ケ
ー
ト
と
当

局
の
取
り
組
み
が
理
解

で
き
な
い

その他

１０．６９％

２１．１０％

１
・
７５
％

１２
・
１５
％

１５
・
９８
％

７
・
２９
％

３１．０４％

合併に賛成

条件付きで
合併に賛成

三
町
以
外
の

枠
組
み
で
合

併
に
賛
成単

独
立
町
に

賛
成当

分
単
独
立

町
、
い
ず
れ

合
併

前
回
は
離
脱
、
今
回
は

復
帰
ア
ン
ケ
ー
ト
と
当

局
の
取
り
組
み
が
理
解

で
き
な
い

その他

再協議の結果、市名・
本庁舎の位置が同じで
あれば合併反対

再協議の結果、市名・
本庁舎の位置が同じで
も合併賛成

象潟市か本庁舎が
象潟でなければ、
合併反対

前
回
は
離
脱
、
今
回
は

復
帰
ア
ン
ケ
ー
ト
と
当

局
の
取
り
組
み
が
理
解

で
き
な
い

その他

２６．４９％

１８．５３％

３
・
３０
％

３７．６９％

再協議の結果、市名・
本庁舎の位置が同じで
あれば合併反対

再協議の結果、市名・
本庁舎の位置が同じで
も合併賛成

象潟市か本庁舎が
象潟でなければ、
合併反対

前
回
は
離
脱
、
今
回
は

復
帰
ア
ン
ケ
ー
ト
と
当

局
の
取
り
組
み
が
理
解

で
き
な
い

その他

もともと合併
には反対

当分は単独立町でよい

三町以外であれば
合併推進

前
回
は
離
脱
、
今
回
は
復
帰

ア
ン
ケ
ー
ト
と
当
局
の
取
り

組
み
が
理
解
で
き
な
い

その他

２９．７８％

４０．２６％

５
・
６３
％

２１．１３％

もともと合併
には反対

当分は単独立町でよい

三町以外であれば
合併推進

前
回
は
離
脱
、
今
回
は
復
帰

ア
ン
ケ
ー
ト
と
当
局
の
取
り

組
み
が
理
解
で
き
な
い

その他

意見記入数内の割合

「１．合併協復帰」選択の意見集約

「２．単独立町」選択の意見集約

２９．７８％

４０．２６％

３．２０％

５
・
６３
％

２１．１３％

２６．４９％

１８．５３％

１３．９９％

３
・
３０
％

３７．６９％

１０．６９％

２１．１０％

１
・
７５
％

１２
・
１５
％

１５
・
９８
％

７
・
２９
％

３１．０４％

意見欄
の結果

意見欄
の結果

９月２３日、象潟町公民館を会場に行われた住民説明会
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単独立町、
合併反対

三町以外で
あれば合併
推進

当分は単独立町、
いずれは合併推進

前回は離脱、今回は
復帰アンケートと当
局の取り組みが理解
できない

その他

１２．４４％

７．１１％

４３．５６％

２９．３３％

単独立町、
合併反対

三町以外で
あれば合併
推進

当分は単独立町、
いずれは合併推進

前回は離脱、今回は
復帰アンケートと当
局の取り組みが理解
できない

その他

単独立町に
理解を示し
ている

前回は離脱、今回は
復帰アンケートと当
局の取り組みが理解
できない

合併協復帰に
理解を示して
いる

その他
４２．８６％

３２．６５％

１５．３１％９．１８％

単独立町に
理解を示し
ている

前回は離脱、今回は
復帰アンケートと当
局の取り組みが理解
できない

合併協復帰に
理解を示して
いる

その他

「３．わからない」選択の意見集約

「意思不明・無効」意見集約

４２．８６％
３２．６５％

１５．３１％９．１８％

１２．４４％

７．５６％

７．１１％

４３．５６％

２９．３３％

男性 ２，４３６人１，７２８人

２５２人 ７１人

２，４３６人１，７２８人

２５２人 ７１人

女性 ２，６３５人１，９５７人

５６７人

８２人

２，６３５人１，９５７人

８２人

無記入
１２９人

１４６人

３５人

８６人
１２９人

１４６人

３５人

８６人

0

500

1000

1500

2000

2500

無
記
入

７０
代
以
上

６０
代

５０
代

４０
代

３０
代

２０
代

0

500

1000

1500

2000

2500

3000

3500

無
記
入

そ
の
他

無
職

学
生

専
業
主
婦

公
務
員

商
業

自
由
業

建
設
業

会
社
員

林
業

漁
業

農
業

0 10002000300040005000600070008000

象潟地区

上浜地区

上郷地区

無記入

参
考
ま
で
に
ご
記
入

い
た
だ
い
た
性
別
等

の
集
計
結
果
を
お
知

ら
せ
し
ま
す

無   効

わからない

単独立町

合併協復帰

１７

３１

２５８

３１３

１

６

８０

３７

０

２

３

１１

４５

２２６

１，０３５

１，８７６

３

１０

７１

１１６

７

３８

２０３

１９５

４

１３

１５２

１０１

４

６

５９

１６８

１５

９１

４４１

６３３

２

９

３０

５３

３７

２９３

１，０４５

１，１１３

１１

７８

２１３

３７５

９３

５１

２４１

２０９

（単位：人）

（単位：人）

（単位：人）

１７

１２９

３６１

６２９

１２
１２５

３２５

７４１

２３

９８

４８３

８９４

３２

１１２

８２３

１，０７３

２８

７４

７０３

７９７

４５

２８７

１，００３

９５５
８２

２９

１３３
１１１

１７

１２９

３６１

６２９

１２
１２５

３２５

７４１

２３

９８

４８３

８９４

３２

１１２

８２３

１，０７３

２８

７４

７０３

７９７

４５

２８７

１，００３

９５５
８２

２９

１３３
１１１

３，０７６ ２，１５３ ５２０ ８４

１，０４１
７０２

１７４

３６

９０７

４２５

１２３

３５

１７６
１９１
３７
８４

３，０７６ ２，１５３ ５２０ ８４

１，０４１
７０２

１７４

３６

９０７

４２５

１２３

３５

１７６
１９１
３７
８４

３
　
わ
か
ら
な
い

前
回
は
離
脱
、
今
回
は
復
帰
ア
ン
ケ
ー
ト
と
当
局

の
取
り
組
み
が
理
解
で
き
な
い
が
９８
件
と
全
体
の

４３
・
５６
％
を
占
め
ま
し
た
。

た
だ
し
、
寄
せ
ら
れ
た
意
見
２
２
５
件
の
中
に

は
、
市
名
・
本
庁
舎
の
両
方
、
ま
た
は
い
ず
れ
か
一

方
が
象
潟
か
、
象
潟
と
は
明
記
し
て
い
な
い
も
の

の
、
条
件
付
き
な
が
ら
合
併
へ
の
理
解
を
示
し
て
い

る
意
見
が
５９
件
の
２６
・
２２
％
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
他
の
意
見
と
し
て
は
、

▽
白
紙
撤
回
で
な
い
限
り
反
対
。
基
本
的
に
は
合
併

は
必
要
と
思
っ
て
い
る

▽
基
本
的
に
は
合
併
推
進
だ
が
、
不
信
感
が
あ
る

▽
由
利
本
荘
市
と
の
合
併
が
よ
い

▽
農
協
と
同
じ
で
合
併
す
れ
ば
不
便
に
な
る

▽
白
紙
撤
回
と
再
協
議
が
曖
昧
で
わ
か
ら
な
い

▽
特
例
債
目
当
て
の
合
併
な
ら
反
対

▽
合
併
す
る
と
良
い
こ
と
が
あ
る
の
で
す
か
。
話
を

聞
く
と
象
潟
は
借
金
だ
ら
け
だ
か
ら
、
合
併
す
る

と
借
金
を
返
し
て
も
ら
え
る
か
ら
良
い
の
で
は
な

い
か
と
言
っ
て
い
る
。
仁
賀
保
・
金
浦
は
、
象
潟
の

借
金
を
背
負
っ
て
ま
で
合
併
し
た
い
の
で
す
か
？

そ
こ
が
分
か
ら
な
い
の
で
す

▽
市
に
な
っ
て
ど
ん
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
か
分
か

り
ま
せ
ん
。
現
在
建
っ
て
い
る
象
潟
庁
舎
が
利
用

価
値
が
な
い
の
か
、
あ
る
の
か
分
か
り
ま
せ
ん

４
　
無
効

設
問
に
対
し
て
無
記
入
お
よ
び
記
入
が
複
数
あ
っ

た
り
で
、
ど
れ
を
選
択
し
た
か
意
思
不
明
な
も
の
を

無
効
と
し
た
が
、
こ
れ
ら
回
答
２
３
９
件
の
う
ち
、

９８
件
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
合

併
協
復
帰
に
理
解
を
示
し
て
い
る
も
の
が
３２
件
の

３２
・
６５
％
、
単
独
立
町
に
理
解
を
示
し
て
い
る
も
の

が
１５
件
の
１５
・
３１
％
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
寄
せ
ら

れ
た
全
意
見
中
、
市
名
・
本
庁
舎
の
両
方
、
ま
た
は

い
ず
れ
か
一
方
が
象
潟
か
、
象
潟
と
は
明
記
し
て
い

な
い
も
の
の
、
条
件
付
き
な
が
ら
合
併
に
理
解
を
示

し
て
い
る
意
見
が
１９
件
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
意
見
と
し
て
は
、

▽
合
併
協
議
は
、
市
名
・
本
庁
舎
に
つ
い
て
の
い
ま

ま
で
の
協
議
内
容
を
白
紙
に
し
て
、
協
議
す
る
の

で
あ
れ
ば
賛
成
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
反
対

▽
本
荘
由
利
地
区
は
一
つ
に
な
っ
た
ら
い
い
と
思
う

▽
市
名
や
庁
舎
は
ど
こ
で
も
い
い
。
ほ
か
に
や
る
こ

と
が
山
ほ
ど
あ
る
は
ず
。
そ
ち
ら
に
力
を
入
れ
て

ほ
し
い

凡
　
例

合併協復帰
単独立町
わからない
無効

※このページの
　全グラフ共通

き
っ
こ
う

１０月５日に行われた開封作業

地
区
別
回
答
者
は
、

上
図
の
と
お
り
で
す
が
、

象
潟
地
区
が
合
併
協
復

帰
４９
・
６７
％
、
単
独
立

町
４０
・
５８
％
と
他
地
区

と
比
較
し
て
拮
抗
し
て

い
ま
す
。

【
設
問
５　
地
区
別
】

職
業
別
回
答
比
率
は
会
社

員
と
無
職
で
５６
・
１
％
と
半

数
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。

合
併
協
復
帰
で
は
公
務
員
の

７０
・
８９
％
が
最
も
高
く
、
次

に
林
業
の
６８
・
７５
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。
回
答
比
率
の
高

い
会
社
員
は
３
番
目
に
高
い

５８
・
９６
％
、
無
職
が
４４
・
７３

％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
単
独

立
町
選
択
者
で
最
も
高
い
の

は
漁
業
の
６４
・
５２
％
、
次
が

商
業
の
５６
・
３０
％
で
５０
％
を

超
え
て
い
る
の
は
こ
の
２
業

種
の
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
設
問
４　
職
業
別
】

【
設
問
２　
男
女
別
】

有
効
数
１
０
　
１
２
４

人
の
う
ち
、
合
併
協
復
帰

の
割
合
は
男
性
が
５４
・
２９

％
、
女
性
が
５０
・
２８
％
で

や
や
低
く
、
無
記
入
の
た

め
性
別
不
明
が
３２
・
５８
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

性
別
不
明
者
の
３６
・
８７
％

が
単
独
立
町
を
選
択
し
、

合
併
協
復
帰
を
上
回
っ
て

い
ま
す
。

，

年
代
別
回
答
比
率
は
、

７０
歳
以
上
が
２２
・
６２
％
、

次
に
５０
歳
代
が
２０
・
１５

％
と
高
く
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
合
併
協
復

帰
は
３０
歳
代
の
６１
・
６０

％
が
最
も
高
く
、
続
い

て
４０
歳
代
、
２０
歳
代
、

５０
歳
代
で
、
い
ず
れ
も

５０
％
を
超
え
て
い
ま
す
。

逆
に
単
独
立
町
は
５０
歳

代
以
降
が
４０
％
を
超
え
、

高
齢
に
な
る
に
つ
れ
て

そ
の
傾
向
が
大
き
く

な
っ
て
い
ま
す
。

【
設
問
３
　年
代
別
】

５６７人
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１０
月
１５
日
、
「
第
１１
回
き
さ
か
た
全
県
少
年
少
女
俳
句
大
会
」
が
象
潟
町
公
民

館
を
会
場
に
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
と
し
、
県
内
の
小
中
学
生
か
ら
の
応
募
総
数
は

３
　
９
１
５
句
。
現
代
俳
句
協
会
県
支
部
理
事
を
務
め
る
結
柴
蕗
山
氏
、
宮
本
秀

峰
氏
が
選
評
に
あ
た
り
、
こ
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
特
選
、
秀
逸
、
佳
作
の
入
選
作

９６
句
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
で
は
、
入
選
者
の
表
彰
を
し
た
ほ
か
、
地
主
重

子
氏
（
現
代
俳
句
協
会
県
支
部
理
事
）
に
よ
る
「
１７
文
字
の
言
葉
に
の
せ
て
」
と

題
し
た
講
演
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
と
し
の
特
選
と
本
町
か
ら
入
選
し
た
作
品
は

次
の
と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
）

【
小
学
生
の
部
】

〈
特
選
〉

祭
り
終
え
道
に
残
れ
り
曵
山
の
あ
と

　
　
　
　
　
　
　
小
野
美
咲
子
（
土
崎
南
小
６
年
）

プ
ー
ル
に
は
秋
の
気
配
の
葉
一
枚

　
　
　
　
　
　
　
佐
々
木
里
菜
（
大
曲
小
６
年
）

秋
祭
り
や
ま
ぶ
っ
つ
け
で
も
り
あ
が
る

　
　
　
　
　
　
　
辻
　
　
雄
汰
（
角
館
西
小
５
年
）

〈
秀
逸
〉

こ
ん
に
ち
は
ひ
ょ
っ
こ
り
出
て
き
た
つ
く
し
ん
ぼ

　
　
　
　
　
　
　
伊
東
沙
緒
里
（
上
浜
小
６
年
）

空
に
ま
う
夏
一
番
の
夜
の
花

　
　
　
　
　
　
　
梶
原
美
奈
子
（
上
浜
小
６
年
）

〈
佳
作
〉

ひ
ま
わ
り
が
き
れ
い
に
さ
い
た
庭
の
す
み

　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
　
葵
衣
（
象
潟
小
６
年
）

や
ま
ざ
く
ら
美
し
い
花
咲
か
せ
て
る

　
　
　
　
　
　
　
関
谷
ま
ど
か
（
象
潟
小
６
年
）

葉
の
色
が
ど
ん
ど
ん
変
化
も
う
秋
だ

　
　
　
　
　
　
　
小
助
川
友
伽
（
象
潟
小
５
年
）

【
中
学
生
の
部
】

〈
特
選
〉

父
の
日
に
な
か
な
か
言
え
な
い
あ
り
が
と
う

　
　
　
　
　
　
　
判
田
　
真
菜
（
南
外
中
１
年
）

空
振
り
の
バ
ッ
ト
の
向
こ
う
夏
の
空

　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
健
太
（
能
代
二
中
２
年
）

盆
が
明
け
静
ま
り
か
え
る
家
の
中

　
　
　
　
　
　
　
田
村
　
克
宏
（
豊
成
中
２
年
）

〈
秀
逸
〉

流
星
が
流
れ
る
度
に
願
い
ご
と

　
　
　
　
　
　
　
奥
山
　
祥
太
（
象
潟
中
３
年
）

帰
り
道
秋
を
感
じ
て
ま
わ
り
道

　
　
　
　
　
　
　
菅
原
　
翔
子
（
象
潟
中
３
年
）

迎
火
に
想
い
を
寄
せ
る
祖
母
の
顔

　
　
　
　
　
　
　
佐
々
木
伸
也
（
象
潟
中
３
年
）

〈
佳
作
〉

台
風
が
傷
跡
残
し
去
っ
て
行
く

　
　
　
　
　
　
　
佐
々
木
朝
美
（
象
潟
中
３
年
）

教
室
の
窓
か
ら
ふ
わ
り
赤
と
ん
ぼ

　
　
　
　
　
　
　
伊
藤
知
佳
子
（
象
潟
中
３
年
）

紅
葉
で
鳥
海
山
は
七
変
化

　
　
　
　
　
　
　
池
田
　
史
織
（
象
潟
中
２
年
）

風
鈴
の
音
に
誘
わ
れ
ね
む
く
な
る

　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
　
遥
（
象
潟
中
２
年
）

ア
リ
の
列
す
い
か
め
が
け
て
や
っ
て
く
る

　
　
　
　
　
　
　
佐
々
木
郁
美
（
象
潟
中
２
年
）

減免対象者は・・・

減免となる税額は・・・

申請期限と場所は・・・

必要事項は・・・

問い合わせ先

男
女
が
お
互
い
に
そ
の
人
権
を
尊
重

し
、
責
任
を
分
か
ち
合
い
、
性
別
に
関

わ
り
な
く
、
そ
の
個
性
と
能
力
を
十
分

に
発
揮
で
き
る
「
男
女
共
同
参
画
計
画
」

を
策
定
し
ま
す
。
策
定
に
あ
た
り
、
住

民
と
行
政
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
進
め
る
た
め
、

「
男
女
共
同
参
画
計
画
策
定
委
員
」
を
次
の
と
お

り
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格
　
本
町
に
在
住
す
る
２０
歳
以
上
で
、

男
女
が
支
え
合
う
町
づ
く
り
・
環
境
づ
く
り
活
動

に
関
心
の
あ
る
人

募
集
人
員
　
若
干
名

任
期
　
１１
月
〜
計
画
策
定
ま
で
（
会
議
は
３
回
程

度
）

内
容
　
男
女
共
同
参
画
計
画
書
原
案
の
策
定

申
込
期
限
　
１１
月
１５
日

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　
町
企
画
課
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
☎
４３
―
７
５
１
０
）

日
時
　
１１
月
２９
日
 
　

　
　
　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分

会
場
　
象
潟
町
役
場
大
会
議
室
（
２
階
）

内
容
　
対
話
劇
「
あ
し
た
の
風
」
を
み
ん
な
で
観

な
が
ら
、
感
じ
た
こ
と
や
自
分
の
体
験
談
な

ど
を
語
り
合
い
ま
し
ょ
う
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

主
催
　
県
中
央
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　
町
企
画
課
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
☎
４３
―
７
５
１
０
）

台風災害により農作物に被害を受けた方を対象に、町税（町県民税・国民健康保険税）の減免

を行います。

該当すると思われる方は、申請書に必要事項を記入し提出してください。

次の㈰～㈫すべてに該当する方です。

㈰１５年中の合計所得が１，０００万円以下の方

㈪１５年中の合計所得のうち、農業所得以外の所得が４００万円以下の方

㈫本年の農作物の収入（農作物共済金を含む）が平年より３割以上少ない方

農業所得にかかる所得割額のうち町県民税は第３期以降（特別徴収者は普通徴収した場合の第

３期以降相当額）、国民健康保険税は、第４期以降の税額に別表の減免割合を乗じた金額を減免

します。

申請期限／平成１６年１１月３０日（火）

申請場所／町税務課

申請書には、平成１６年中の農業収入を記

入していただきます。事前に準備をお願い

します。申請期限までに農業収入の把握が

できない場合はご相談ください。

町税務課（☎４３―７５０２）

別　表

　１５年中の合計所得　　　　減免割合

３００万円以下のとき　　　　全　部

４００万円以下のとき　　　　１０分の８

５５０万円以下のとき　　　　１０分の６

７５０万円以下のとき　　　　１０分の４

７５０万円を超えるとき　　　１０分の２

，

や
　
ま

大
久
保
教
育
長
か
ら
、
表
彰
を
受
け
る
入
選
者
た
ち

（月）

（月）
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鳥
海
山
に
ブ
ナ
を
植
え
る
会
（
須
田
和
夫
会
長
）
主
催
の
第
１０
回

植
樹
会
が
１０
月
２３
日
、
鳥
海
山
三
合
目
・
霊
峰
公
園
駐
車
場
付
近
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
先
月
「
緑
の
森
づ
く
り
に
関
す
る
協
定

書
」
を
交
わ
し
た
Ｔ
Ｄ
Ｋ
　
の
社
員
ら
に
よ
る
植
樹
も
行
わ
れ
、
県

内
外
か
ら
約
３
２
０
人
が
参
加
し
、
計
７
０
０
本
の
苗
木
を
植
え
ま

し
た
。
平
成
６
年
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
活
動
は
、
こ
と
し
１０
周
年
を

迎
え
、
植
樹
も
２
万
本
を
達
成
し
ま
し
た
。

秋田市　佐　藤　正　市さん

　　　　　　　　ミエ子さん

記念の２万本目を植樹した

たまたまブナを植える会の役員の方たちと

ご一緒する機会があり、会長たちの考えに賛

同し会員となりました。以来、植樹会に参加

するようになり、ことしで９回目となりまし

た。毎年、ここの素晴らしい景色を見ながら

の作業、作業が終わったあとのなべっこが楽

しみになっています。この活動を通して多く

の人との出会いもありました。ことしで７４歳

になりましたが、体が言うことを聞く限り参

加し続けますよ。

鳥
海
山
に
ブ
ナ
を
植
え
る
会
は
、

戦
後
の
乱
伐
な
ど
に
よ
り
姿
を
消

し
て
し
ま
っ
た
鳥
海
山
の
広
葉
樹

林
を
再
生
さ
せ
、
環
境
の
保
全
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
平
成
６

年
に
発
足
し
ま
し
た
。

【
ブ
ナ
は
自
然
の
ダ
ム
】

ブ
ナ
は
、
た
だ
山
に
生
え
て
い

る
木
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
多
く
の

恩
恵
を
私
た
ち
に
与
え
て
く
れ
て

い
ま
す
。
も
っ
と
も
大
き
な
働
き

と
し
て
、
ブ
ナ
の
葉
の
多
量
な
落

ち
葉
は
、
巨
大
な
自
然
の
ダ
ム
と

な
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

落
ち
葉
が
地
表
に
た
ま
り
、
厚
い

ス
ポ
ン
ジ
状
の
腐
葉
土
の
層
を
作

り
、
こ
の
層
が
保
水
力
を
高
め
、

雨
水
を
溜
め
込
む
の
で
す
。
そ
し

て
、
こ
の
水
が
ゆ
っ
く
り
地
中
に

し
み
込
ん
で
、
何
年
間
も
地
下
水

と
し
て
溜
め
ら
れ
て
い
き
ま
す
。

ブ
ナ
の
林
は
人
工
ダ
ム
よ
り
も
何

倍
も
の
水
を
溜
め
込
む
、
自
然
の

ダ
ム
な
の
で
す
。

【
ブ
ナ
が
魚
を
育
て
て
い
る
】

こ
の
腐
葉
土
か
ら
栄
養
分
を
た

く
さ
ん
も
ら
い
受
け
、
栄
養
分

が
た
っ
ぷ
り
と
溶
け
込
ん
だ
地
下

水
が
、
鳥
海
山
ろ
く
一
帯
に
わ
き

出
る
湧
水
と
な
り
ま
す
。
こ
の
湧

水
が
川
と
な
っ
て
海
に
注
が
れ
、

海
の
魚
を
育
て
ま
す
。
栄
養
分
を

豊
富
に
含
ん
だ
水
が
、
貝
や
魚
の

エ
サ
と
な
る
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
や
海

藻
を
育
て
て
い
る
の
で
す
。

【
２
万
本
ま
で
の
歩
み
】

ブ
ナ
林
の
再
生
・
復
元
の
必
要

性
を
考
え
て
発
足
し
た
当
時
の
メ

ン
バ
ー
は
５３
人
。
発
足
当
初
は
試

験
植
樹
と
し
て
３
５
０
本
の
苗
木

を
植
樹
し
ま
し
た
が
、
現
在
そ
の

輪
は
大
き
く
広
が
り
続
け
て
て
い

ま
す
。
県
内
外
に
７
０
０
人
を
超

え
る
会
員
数
と
な
り
、
植
樹
祭
へ

の
参
加
者
も
年
々
増
え
続
け
ま
し

た
。
活
動
を
始
め
１０
年
目
の
こ
と

し
、
苗
木
の
植
樹
は
２
万
本
に
達

成
し
ま
し
た
。
年
次
ご
と
の
植
樹

本
数
は
次
の
と
お
り
で
す
。

平
成
６
年
　
　
　
３
５
０
本

平
成
７
年
　
１
　
３
０
０
本

平
成
８
年
　
２
　
１
５
０
本

平
成
９
年
　
１
　
８
９
０
本

平
成
１０
年
　
２
　
５
４
０
本

平
成
１１
年
　
２
　
０
１
８
本

平
成
１２
年
　
２
　
９
０
６
本

平
成
１３
年
　
１
　
４
５
３
本

平
成
１４
年
　
３
　
３
６
０
本

平
成
１５
年
　
１
　
５
５
７
本

平
成
１６
年
　
　
　
７
０
０
本

【
１
０
０
年
後
に
受
け
継
ぐ
】

ブ
ナ
林
の
再
生
は
す
ぐ
に
結
果

の
出
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
こ
の
活
動
も
今
で
は
、

会
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
多
く
の

学
校
行
事
と
し
て
も
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
親
か
ら
子
へ
、

そ
し
て
子
か
ら
孫
へ
と
こ
の
思
い

は
受
け
継
が
れ
て
行
き
、
１
０
０

年
後
、
２
０
０
年
後
の
将
来
に
結

果
が
現
れ
ま
す
。
こ
と
し
２
万
本

を
達
成
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら

も
そ
の
夢
に
向
か
っ
て
活
動
は
続

け
れ
て
い
き
ま
す
。

ＴＤＫでは家族連れも多数参加

先月２１日、鳥海山にブナを植える会、象潟町と三者間で「緑の森づくり

協定書」を交わしたＴＤＫ（株）でも同日、

植樹会が開催されました。

協定後、最初の植樹となったこの日は

２００本のブナの苗木を植樹。親子連れや若

い人たちも仲間同士で集まり、約１８０人の

参加となりました。

ＴＤＫ（株）では、協定期間の５年間にわ

たり植樹を続けていきます。今回の植樹会

への参加数が予想以上に多かったことか

ら、来年以降は植樹の本数を増やしてい

き、参加者の輪とブナの森をさらに広げて

いく計画です。

，，，，，，，，，

ゆ
う
す
い

▲一本一本丁寧に植樹

　大きなブナの森ができることを願い作業を終えました▲

（株）



受賞おめでとうございます
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小川　幸子さん
　　（３２　区）

　大須郷寿会
（会長　須藤春治さん）

野宮　義広さん
　　（砂　山）

１０月１３日、第４１回仁賀保地区少年弁論大会（仁賀保

地区防犯協会連合会主催）が象潟中学校を会場に開催さ

れました。

仁賀保地区の中学校４校の代表１２人が、防犯、防火、

交通の３部門で身近に起きている少年非行、火災、交通

事故防止について、独創的な発想で熱弁を振い、象潟中

学校は、見事５年ぶりの総合優勝を果たしました。

象潟中学校からの出場者の結果は次のとおりです。

　防犯の部　最優秀賞　遠田隼人君（１年・鳥屋森）

　　　　　　「『Ｎｏ！』という勇気」

　防火の部　優秀賞　　鈴木桃子さん（２年・栄町）

　　　　　　「恐怖体験を通して学んだこと」

　交通の部　優秀賞　　梶原崇史君（３年・３２区）

　　　　　　「一生残る一瞬の傷」

青少年育成象潟町民会議で企画した「中高生のつど

い」では、象潟中学校と仁賀保高校生徒が、一緒に行

動したり語り合ったりする場の提供を毎年行っていま

す。ことしは１０月１６日に３０人が参加して行われました。

ボランティアでは、象潟海水浴場周辺のクリーン

アップ。やはり見えない場所にゴミが集中していたよ

うです。昼食後、元滝散策そしてトークに入りました。

トークでは、携帯電話の話題や学校への要望等が出さ

れ、中学生や高校生から普段なかなか聞けない話がこ

の場で交わされるなど、有意義なひとときを過ごしま

した。

青少年育成象潟町民会議では、今回語られたことを

学校や行政に広く伝えて行きたいと考えています。

１０月１７日、ことしで１０回目を迎えた「サケ

まつり」が川袋地区で行われました。天候に

も恵まれた当日は、町内外から多くの家族連

れが訪れ、サケのつかみ採りやイクラ丼の早

食い競争などで楽しみました。

メーンのつかみ採りは、小中学生と大人の

部に分かれ２００人が参加。橋の上から家族ら

が見守るなか、ずぶ濡れになりながら必死に

サケを追いかけていました。

同地区では、川袋川鮭漁業生産組合が、稚

魚のふ化・放流事業を行い、県内の約半数に

あたる２万尾以上が捕獲されています。こと

しは例年より１０日ほど早く９月２５日からそ上

が始まり、捕獲、採卵や授精作業が続けられ

ています。

写真左から、梶原崇史君、鈴木桃子さん、
遠田隼人君

昭
和
５８
年
か
ら
２０
年
間
に
わ
た
り
、

交
通
指
導
隊
員
と
し
て
街
頭
指
導
な

ど
、
交
通
安
全
活
動
に
取
り
組
ん
で
こ

ら
れ
ま
し
た
。

平
成
３
年
か
ら
１３
年
間
の
長
き
に
わ

た
り
、
交
通
指
導
隊
員
と
し
て
職
務
に

精
励
さ
れ
退
任
さ
れ
ま
し
た
。
表
彰
状

と
併
せ
て
、
町
か
ら
も
感
謝
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

象潟水産学級（会長　佐々木一史さん）

昭和３４年に漁業者研究グループとして設立。
ハタハタの種苗生産や産卵場造成、小中学生
を対象とした体験漁業を実施しています。また、
「漁港周辺での植樹活動」や「鳥海山にブナを
植える会」への参画など、環境問題への取り組
みも積極的に行っています。

昭
和
３７
年
に
結
成
さ
れ
、
現
在
会
員

は
１
１
２
人
。
会
員
一
人
ひ
と
り
の
健

康
づ
く
り
や
地
域
内
施
設
で
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
な
ど
に
積
極
的
な
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
も
何
と
か

捕
獲
で
き
ま
し
た

１０月２４日、小学生を対象に「農林水産業ふ

るさと体験塾」が行われ、保護者を合わせて

３６人が参加しました。

これは中島台を散策しながら、緑の森と水

との関わりを学んだり、サケ加工を見学した

り、大根などの秋野菜の収穫体験を通して、

自分が住んでいる町の農林水産業を体験して

もらおうとするものです。

子どもたちは、観光案内人や漁協女性部、

須田ヨノさん（関）の協力のもと、さまざま

な体験をし、農林水産業に関心を持ったよう

でした。漁協荷さばき所でのサケ新巻加工見

学では、子どもたちも作業に積極的に参加し、

大きなサケの体全体に塩をすり込んでいまし

た。

子
ど
も
た
ち
も
作
業
に
参
加
。
美
味

し
い
新
巻
が
で
き
る
か
な

受
賞
の
報
告
に
庁
舎
を
訪
れ
た

佐
々
木
会
長
（
写
真
中
央
）
と

佐
々
木
健
一
副
会
長
（
右
）

ボランティア活動で象潟海水浴場の
クリーンアップ



こ
こ
数
年
、
仕
事
の
会
合
仲
間
と
持
ち
回
り
で
各
社
所
有
の

研
修
所
や
保
養
所
に
行
く
こ
と
が
多
く
、
各
社
の
施
設
が
た
ま

た
ま
高
名
な
温
泉
地
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
温
泉
好
き
の
小
生
と

し
て
は
、
会
合
後
の
温
泉
と
地
酒
を
味
わ
え
る
こ
と
が
楽
し
み

の
一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
そ
う
で
し
ょ
う
が
、
５０

歳
も
過
ぎ
る
と
少
な
か
ら
ず
身
体
の
隅
々
に
ガ
タ
が
生
じ
て
い

る
よ
う
で
、
温
泉
の
効
能
が
全
身
に
沁
み
渡
り
ま
す
。
し
か
も
、

そ
の
地
自
慢
の
冷
酒
を
味
わ
う
と
、
心
地
よ
さ
を
感
じ
、
日
ご

ろ
の
疲
れ
を
忘
れ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
温
泉
地
で
の
ひ
と
と
き
を
紹
介
し
ま
す
。

最
初
は
「
坊
ち
ゃ
ん
」
で
有
名
な
道
後
の
温
泉
で
す
。
温
泉

は
、
透
明
で
特
に
何
も
入
っ
て
い
な
い
は
ず
な
の
に
、
甘
い
香

り
が
あ
る
の
で
は
と
感
じ
さ
せ
ま
す
。
大
衆
浴
場
と
な
っ
て
い

る
木
造
３
階
建
て
の
道
後
温
泉
に
は
、
夏
目
漱
石
が
長
ら
く
逗

留
し
た
６
畳
ほ
ど
の
小
部
屋
が
ま
だ
残
っ
て
い
ま
し
た
。

次
は
、「
い
い
湯
だ
な
」
と
歌
わ
れ
て
い
る
草
津
の
温
泉
で
す
。

弱
酸
性
の
白
色
湯
は
、
少
し
硫
黄
の
匂
い
が
し
ま
す
。
勢
い
よ

く
沸
き
出
し
て
い
る
源
泉
に
よ
り
、
夜
９
時
以
降
に
な
る
と
、

温
泉
街
の
所
々
に
あ
る
浴
場
は
無
料
と
な
り
、
地
元
の
方
々
が

湯
舟
で
ゆ
っ
く
り
と
疲
れ
を
取
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、

小
生
が
幼
い
と
き
と
同
じ
よ
う
に
、
近
所
の
お
じ
さ
ん
、
子
ど

も
た
ち
が
一
緒
に
な
っ
て
温
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

次
は
、
女
性
に
人
気
の
あ
る
湯
布
院
の
温
泉
で
す
。
春
近
し

の
２
月
末
で
し
た
が
、
会
合
後
に
粉
雪
が
舞
う
露
天
風
呂
で
、

体
を
温
め
な
が
ら
仲
間
と
雪
見
酒
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
透
明
な
温
泉
は
、
入
浴
時
は
ス
ベ
ス
ベ
、
入
浴
後
は
サ
ッ

パ
リ
し
ま
す
。
ま
た
人
気
の
温
泉
街
は
、
小
京
都
を
思
わ
せ
る

よ
う
な
街
並
み
で
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
最
後
に
象
潟
の
温
泉
の
話
を
少
し
。
夕
日
を
見

な
が
ら
少
し
塩
辛
い
温
泉
で
体
を
温
め
、
ビ
ー
ル
を
キ
ュ
ー
と

一
杯
飲
み
ほ
す
、
こ
の
と
き
が
モ
ー
最
高
の
気
分
で
す
ね
。

温
泉
好
き
の
小
生
は
、
こ
れ
か
ら
も
各
地
の
温
泉
を
楽
し
み

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ど
こ
か
の
温
泉
場
に
て
偶
然
に

皆
さ
ん
に
お
会
い
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

来
年
、
発
足
５０
周
年
を
迎
え
る
象
潟
町
連
合

婦
人
会
会
長
の
神
原
さ
ん
（
写
真
）
に
お
話
を

伺
い
ま
し
た
。

「
連
合
婦
人
会
は
、
年
齢
・
職
業
な
ど
に
と

ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
成
人
し
た
女
性
で
あ
れ
ば

誰
で
も
参
加
で
き
、
住
み
よ
い
社
会
を
つ
く
る

た
め
、
婦
人
同
士
が
学
び
あ
い
語
り
合
い
、
と

も
に
活
動
す
る
場
で
す
。

花
見
の
季
節
に
は
、
環
境
美
化
運
動
と
し
て

三
崎
公
園
・
栗
山
池
公
園
の
清
掃
、
施
設
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
蕉
風
苑
・
療
護
苑
・
浩
寿

苑
で
の
お
む
つ
た
た
み
や
清
拭
タ
オ
ル
縫
い
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ほ
か
に
も
社
会
福
祉
協
議
会

の
ま
ご
こ
ろ
弁
当
づ
く
り
、
タ
オ
ル
の
寄
贈
、

町
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
へ
の
協
力
な
ど
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
が
主
で
す
が
、
年
６
回
の
会
報
の

発
行
や
町
政
学
習
で
、
議
会
の
傍
聴
、
郷
土
資

料
館
で
の
町
の
歴
史
に
つ
い
て
学
ん
だ
り
も
し

て
い
ま
す
。

ま
た
自
分
た
ち
の
大
事
な
仕
事
と
受
け
止
め
、

『
象
潟
小
唄
』
を
町
の
伝
統
芸
能
と
し
て
継
承

し
て
い
く
こ
と
に
努
め
て
い
ま
す
」

小原　清隆さん

（茨城県土浦市在住

　＝桜ケ丘出身・５０歳）
　

旅
先
で
の
ひ
と
休
み

先月号の答え

　解答をハガキまたはファクス（４３―５７

０７）で、住所・氏名・年齢・電話番号を

明記の上、できればメッセージを添えて、

〒０１８―０１９２ 象潟町役場広報クイズ係ま

で。締め切りは１１月１９日（金）の消印まで

有効。正解者の中から抽選で４人の方に

記念品をプレゼントします。発表は１２月

号の紙上で。先月の当選者は次の４人の
方です。（敬称略）

阿部昌夫（下荒屋）、後藤由美子（潟見

町１区）、藤田福治（潟見町２区）、佐藤

郁子（小滝）

　カラオケ大好き！

アンパンマンやトトロ

のお歌を歌ってるの

　字がよめるようになっ

てきたよ。昆虫図鑑を毎

日よんでるんだ

　佐々木柚香　
　　　（４才・小滝）

ち　ゃ　　ん

　畑山仁一郎　
　　（４才・荒古屋）

ち　ゃ　　ん

ゆずか

じんいちろう

　１０月２７日、公民館図書室で出会った元気いっぱ
いのふたり。

こんちゅうずかん　まい

うた　　うた

だいす

にち

じ

　
洗
　
釜
　
　

　
池
田
　
菜
摘
　
さ
ん
（
２０
歳
）

　
　
　
―
ひ
ま
わ
り
保
育
園
勤
務
―
　

みんなの
　ひろば岩

か
げ
に
ろ
ん
ろ
ん
と
湧
く
水
澄
め
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
飯
　
富
　
雲
　
酔

小
魚
の
保
護
色
動
き
水
澄
め
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
須
　
田
　
喜
代
子

村
を
縫
う
流
れ
の
普
請
秋
の
水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
須
　
藤
　
千
　
美

水
澄
む
や
山
よ
り
樋
を
伝
ひ
来
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
　
野
　
陽
　
子

地
図
開
き
サ
ス
ペ
ン
ス
見
し
夜
長
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
々
木
　
洋
　
二

塩
害
に
葉
の
散
り
は
て
し
桜
な
ど

秋
暑
に
あ
は
れ
花
狂
ひ
咲
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
々
木
　
　
　
勉

象
潟
に
海
渡
り
く
る
風
た
ち
て

磯
し
ろ
じ
ろ
と
騒
ぐ
秋
潮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
　
井
　
藤
　
夫

酒
断
つ
と
幾
度
思
へ
ど
夕
暮
れ
は

酔
ひ
が
恋
し
く
盃
を
抱
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
　
　
　
啓
一
郎

台
風
の
前
ぶ
れ
暑
く
友
の
来
て

憂
ひ
と
と
き
忘
れ
語
ら
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
駒
ヶ
嶺
　
好
　
子

暑
き
日
の
草
刈
り
後
に
ね
ぢ
れ
草

薄
紅
色
の
小
花
す
が
し
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
　
藤
　
久
美
子

象潟町連合婦人会
　会長　神原サクエさん
　会員　１２１人

＝第８回＝

本
町
に
は
、
各
方
面
で
い
ろ
い
ろ
な
形

で
陰
な
が
ら
貢
献
し
て
い
る
人
た
ち
が
た

く
さ
ん
い
ま
す
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

そ
ん
な
頑
張
っ
て
い
る
人
た
ち
に
ス
ポ
ッ

ト
を
当
て
て
紹
介
し
ま
す
。

　次の３つの問題を
解いてください。答
えは今月の広報の紙
面の内容に隠れてい
ます。

㈰全県少年少女俳句大
　会に寄せられた応募
　総数は？

㈪１０月２３日に行われた

　ブナの植樹会で達成

　した植樹の本数は？
㈫１０月１３日の少年少女
　弁論大会。象潟中学
　校の総合優勝は何年
　ぶり？

㈰５０億９，４９４万円
㈪８団体
㈫県民スポーツ大会

15 14

保育士になったきっかけは
「自分が保育園に通っていたときに憧れていた保育士

がいたんです。大きくなったら自分もその人みたいに

なりたいと思っていました。私の目標ですね」

趣味は
「ドライブと買い物です。これまで一番の遠出は十和

田湖です」

これからしてみたいことは
「これから冬を迎えるので、スノーボードにチャレン

ジしてみたいと思ってます」

理想の男性のタイプは
「私のことを引っ張ってくれて、お年寄りや子どもに

も優しい、心の温かい人ですね」

な
つ
み
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　公共工事の入札・契約の適正化を目指して
　平成１６年度の『工事発注見通し』について公表します。

上浜中央地区
管路施設工事

上浜中央地区
水道管設置工事

上浜中央地区

中継ポンプ設

置工事

小砂川配水槽
設置工事

象潟町斎場建設用
地造成工事

大須郷地内

大須郷地内

小砂川地内

小砂川地内

字一本木地内

約５カ月

約５カ月

約４カ月

約３カ月

約４カ月

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

第３四半期

第３四半期

第３四半期

第３四半期

第３四半期

農業集落排水事業
管路施設工事
Ｌ＝１，５００ｍ

農業集落排水事業
管路施設工事
Ｌ＝１，５００ｍ

農業集落排水事業
中継ポンプ設置工事
１３カ所

農業集落排水事業
配水槽設置
Ｎ＝４０㎥

用地造成　Ａ＝４，０００㎡

工事の名称　　場　 所　　期　間　　 工  事  の  概  要　　入札契約方法　入札の時期

応
募
資
格
　
本
町
に
在
住
し
、
３０
歳
以

上
で
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
有

し
、
自
家
用
車
を
持
ち
込
み
使
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
人

募
集
人
員
　
若
干
名

仕
事
の
内
容
　
町
税
等
を
預
か
る
業
務

お
よ
び
、
そ
れ
に
関
連
す
る
業
務

（
休
日
出
勤
等
を
含
む
、
月
２０
日

間
・
４
時
間
／
日
程
度
）

待
遇
　
時
給
９
０
０
円
、
ほ
か
町
の
規

則
に
よ
る

任
用
期
間
　
１１
月
中
旬
〜
１７
年
３
月
３１

日

応
募
方
法
　
指
定
の
申
込
書
に
記
入
の

う
え
、
町
税
務
課
に
持
参
く
だ
さ

い
。
書
類
選
考
後
、
面
接
に
よ
り

決
定
し
ま
す
。

応
募
締
切
　
１１
月
１０
日
　

問
い
合
わ
せ
先
　
申
込
書
、
詳
細
に
つ

い
て
は
町
税
務
課
（
☎
４３
―
７
５

０
２
）
へ

日
時
　
１１
月
２８
日
　

　
　
　
開
会
式
　
午
前
９
時
〜

場
所
　
町
民
体
育
館

試
合
内
容
　
◇
種
目
…
９
人
制
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
　
◇
チ
ー
ム
編
成
…
男
４

人
、
女
５
人
の
混
成
チ
ー
ム
で
、

高
校
生
２
人
以
内
の
参
加
を
認
め

る

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　
地
区
の

社
会
体
育
推
進
員
を
通
し
て
、
１１

月
２４
日
　
ま
で
、
町
民
体
育
館

（
☎
３３
―
８
８
５
５
）
へ

▼
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
教
室

期
日
　
１１
月
８
日
　

受
付
　
午
後
０
時
１５
分
〜
３０
分

場
所
　
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

内
容
　
水
中
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

▼
出
前
ニ
コ
ニ
コ
ク
ラ
ブ

日
時
　
１１
月
９
日
　
　

　
　
　
午
前
１０
時
〜
１１
時
３０
分

場
所
　
上
浜
地
区
構
造
改
善
セ
ン
タ
ー

対
象
　
小
学
校
就
学
前
の
幼
児
と
保
護

者

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　
１１
月
５

日
　
ま
で
、
町
福
祉
課
保
健
係（
☎

４３
―
７
５
０
１
）
へ

▼
肺
が
ん
検
診

対
象
　
４０
歳
以
上
で
、
こ
と
し
未
受
診

の
人

日
時
　
１１
月
９
日
　

　
　
　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時

場
所
　
町
保
健
セ
ン
タ
ー

料
金
　
レ
ン
ト
ゲ
ン
６
０
０
円
、
痰
の

検
査（
問
診
の
結
果
で
必
要
な
人
）

１
　
０
０
０
円

▼
結
核
検
診

対
象
　
１８
歳
以
上
４０
歳
未
満
で
、
こ
と

し
未
受
診
の
人

日
時
　
１１
月
１０
日
　

　
　
　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時

場
所
　
町
保
健
セ
ン
タ
ー

料
金
　
無
料

▼
幼
児
健
診

受
付
　
午
後
１
時
〜
１
時
３０
分

場
所
　
町
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
４
歳
児
健
診

期
日
　
１１
月
１１
日
　

対
象
　
平
成
１２
年
８
月
〜
１０
月
生
ま
れ

▽
３
歳
児
健
診

期
日
　
１１
月
１５
日
　

対
象
　
平
成
１３
年
８
月
〜
１０
月
生
ま
れ

▽
１
歳
半
児
健
診

期
日
　
１１
月
１６
日
　

対
象
　
平
成
１５
年
２
月
〜
４
月
生
ま
れ

▼
献
血
に
ご
協
力
を

日
時
　
１１
月
１６
日
　

　
　
　
午
前
１０
時
〜
午
後
３
時
１５
分

場
所
　
仁
賀
保
高
校

日
時
　
１１
月
９
日
　

　
　
　
午
前
１０
時
〜
午
後
３
時

会
場
　
東
由
利
町
黄
桜
の
里
「
湯
楽
里
」

「
ぷ
れ
っ
そ
」

内
容
　
◇
地
域
の
食
材
を
使
っ
た
自
慢

料
理
の
展
示
　
◇
体
脂
肪
測
定
、

食
生
活
診
断
、
歯
の
健
康
測
定
　

◇
健
康
相
談
　
な
ど

入
場
料
　
無
料

問
い
合
わ
せ
先
　
由
利
地
域
振
興
局
福

祉
環
境
部
（
☎
２２
―
４
１
２
２
）

期
日
　
１１
月
２１
日
　

開
場
　
午
後
３
時

場
所
　
出
羽
中
学
校
体
育
館

出
演
　
山
川
豊
、
キ
ム
・
ヨ
ン
ジ
ャ
、

大
内
町
と
岩
城
町
住
民

観
覧
申
し
込
み
　
入
場
無
料
。
官
製
往

復
ハ
ガ
キ
に
（
１
枚
で
一
人
）
の

往
信
裏
面
に
郵
便
番
号
・
住
所
・

氏
名
・
を
記
入
し
、
左
記
へ
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
応
募
多
数
の
場

合
は
、
抽
選
に
な
り
ま
す
。

　
　
〒
０
１
０
―
８
５
０
１
　
〈
住
所

な
し
〉
Ｎ
Ｈ
Ｋ
秋
田
放
送
局
「
ふ

る
さ
と
競
演
」
係

締
め
切
り
　
１１
月
８
日
　
必
着

問
い
合
わ
せ
先
　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
秋
田
放
送
局

（
☎
０
１
８
―
８
２
４
―
８
１
０

０
）

日
時
　
１１
月
１３
日
　
・
１４
日
　

　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

場
所
　
鶴
舞
会
館
２
階
学
習
室
（
本
荘

市
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　
１１
月
１２

日
　
ま
で
、
東
北
税
理
士
会
本
荘

支
部
（
☎
２４
―
４
５
５
３
）
へ

日
時
　
１１
月
２０
日
　
、
２７
日
　
、
１２
月

４
日
　
　
午
前
９
時
３０
分
〜
正
午

場
所
　
県
立
大
学
本
荘
キ
ャ
ン
パ
ス

定
員
　
３０
名
（
先
着
順
）

主
催
　
県
立
大
学
シ
ス
テ
ム
科
学
技
術

学
部

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　

　
　
県
立
大
学
地
域
共
同
研
究
班

　
　
（
☎
２７
―
２
９
４
６
）

日
時
　
１１
月
１９
日
　

　
　
　
午
後
１
時
〜
３
時
３０
分

場
所
　
秋
田
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル（
秋
田
市
）

内
容
　
▽
建
設
雇
用
改
善
優
良
事
業
所

等
の
表
彰
　
▽
建
設
業
に
働
く
若

者
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
発
表
　
▽
記

念
講
演

問
い
合
わ
せ
先
　
秋
田
労
働
局
職
業
安

定
部
（
☎
０
１
８
―
８
８
３
―
０

０
０
７
）

【
企
画
課
】
▽
課
長
　
齋
藤
隆
一
（
税

務
課
長
）
　
▽
課
長
補
佐
兼
広
報
係

長
　
細
矢
宗
良
（
福
祉
課
長
補
佐
兼

福
祉
係
長
）

【
税
務
課
】
▽
課
長
　
齊
藤
俊
（
企
画

課
長
）

【
福
祉
課
】
▽
課
長
補
佐
兼
福
祉
係
長

木
内
弘
安
（
課
長
補
佐
兼
広
報
係
長
）

【
建
設
課
】
▽
施
設
係
長
　
齋
藤
忠
人

（
福
祉
課
保
健
係
長
）

【
仁
賀
保
町
・
金
浦
町
・
象
潟
町
合
併
協

議
会
事
務
局
勤
務
〈
企
画
課
所
属
〉
】

　
▽
係
長
　
佐
々
木
俊
哉
（
農
林
水
産

課
林
務
水
産
係
長
）
　
▽
主
任
　
齋

藤
邦
（
社
会
教
育
課
社
会
教
育
係
主

任
）

１１月２２日（月）は「燃えるごみ

の収集日」ですが、清掃セン

ター焼却炉の補修工事のため、

休みとなります。清掃センター

への直接搬入（有料）は受け入

れます。

問い合わせ先　町民課生活環境

係（☎４３―７５００）

２００５年版「あきた県民手帳」

を発売中です。これまで役場・

公民館の窓口で取り扱っていま

したが、ことしから、町内の書

店（山海堂）・コンビニ（ローソ

ン）での販売となっております。

お早めにお求めください。

（町内販売場所）

ローソン／デイリーストア／山

海堂／ねむの丘／シーサイドホ

テル／サン・ねむの木／たつみ

寛洋ホテル／鶴泉荘／役場商工

観光課／郷土資料館／観光案内

所

役
場
人
事
異
動

（
１１
月
１
日
付
・

　
カ
ッ
コ
内
は
異
動
前
）

，

た
ん

新潟県と日本赤十字社新潟県

支部では、今回の地震災害によ

り被災された方々に対するお見

舞いとして寄せられる義援金を

受け付けております。

受付期限　１２月３０日

受付場所

　　金融機関および郵便局

　　　口座名を「新潟県災害対

策本部」または「日本赤十

字社新潟県支部」と指定し

てください。郵便局での郵

便振込手数料は無料です。

税法上の扱い　寄付金控除とし

て取り扱われます。

問い合わせ先

　　新潟県出納局

　　　（☎０２５―２８０―５４８４）

　　日本赤十字社新潟支部

　　　（☎０２５―２３１―３１２１）

※最近、災害義援金をかたった

『オレオレ詐欺が』発生して

います。ご注意ください。

（月）

（月）

（月）

（火） （火） （火）

（火） （火）

（水）

（水）

（水）

（木）

（金）

（金）

（金）

（土）

（土）

（土）

（土）

（日）

（日）

（日）


